
平成 30 年 10 月 31 日 

(一社) 熊本県地質調査業協会 

理事長 工藤 伸 殿 

 

広報委員長 西嶋邦弘 

 

 

広報委員研修会の報告 

 

熊本県地質調査業協会の広報委員会は、「地質調査」とは何かを社会に伝え、理解

を得る活動を主に、会員が結集して奉仕活動や勉強会を行っております。 

 今般、熊本県荒尾市にある「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼、造船、石炭産

業」として世界遺産に登録された『三池炭鉱 万田抗』に研修に参りました。 

 施設内の国重要文化財である第二竪坑櫓と巻揚機室のワイヤーの大きさにおどろき

つつ、当時の劣悪な作業環境と近代化へ突き進む明治の日本人に思いを馳せながら約

1時間かけて見学してきました。 

この研修会を通して、今後の資源調査開発における調査ボーリングの方向性を学ぶ

いい機会となりました。 

 

上記の研修会を終えましたので，ご報告いたします。 

 

 

1．年 月 日  平成 30 年 10 月 5 日（金）12：30～14：30  

 

2．場  所  熊本県荒尾市原万田 200番地 2 

        三池炭鉱「万田抗」 

 



4．状況写真 

 

 

 

    

パンフレットの表紙 
担当理事挨拶 

   説明状況 

 広報委員長と仲間  ガイドさんによる説明 

 第二竪坑櫓  集合写真 


